
【プリンタテープ】

ホットプリンタ用の熱転写テープの事をプリンタテープと呼んでいます。

シール機では、シールされ熱が残った部分に印字を行います。

シール時に高い温度を必要とするフィルムに印字をする場合、印字が黒く滲みやすくなります。

また反対に低い温度でシールが可能なフィルムに印字をする場合は、印字が薄くなります。

そこで印字機の温度調整を行い、最適な温度を設定し印字を行います。

プリンタテープの材質 A （耐擦過性・耐熱性・耐油性に優れ、冷凍にも強い汎用タイプ）が

弊社の標準仕様になります。　商品名　プリンタテープ　PKS-A　となります。

温度調整を行っても滲みのある場合や印字が薄い場合は、良好な印字になるように

プリンタテープの材質変更を提案いたします。

印字でお悩みのお客様は、営業部までご相談ください。

サイズ（巾）は印字される内容で異なります。印字内容、または活字ホルダのサイズに合わせて

決まります。サイズ（長さ）は120Ｍ巻になりますが、ご使用頻度に応じたサイズもございます。

（保管方法）：　直接日の当たらない、高温・多湿を避けた場所に保管ください。

　　　購入された日から1年以内でお使いください。

　　　古いプリンタテープをお使いになられた場合、きれいに印字ができなくなる

　　　原因となります。

お問合せ・ご注文は　キムラシール株式会社　営業部まで

連絡先：伊丹営業部　0797-77-7091　　東京営業所：03-5604-9884

お問い合わせフォームからは　↓

https://www.kimuraseal.co.jp/contact
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【消耗部品交換方法】【消耗部品お手入れ方法】【 Q & A 】

機械をお使いのお客様がよくお尋ねになる消耗部品の交換方法やお手入れ方法を動画で

わかりやすく説明します。

Ｑ＆Ａでは、お客さまからのお問い合わせの多い疑問やトラブルについて掲載しています。

【プリンタテープ交換方法】

プリンタテープの交換方法の動画がご用意できました。

ご入用のお客様はお手数ですが問合せフォームより、お客様名・お電話番号・機械の型式・

製造番号をご記入いただき、“プリンタテープの交換方法希望”と明記の上

送信ください。折り返しご連絡差し上げます。

問合せフォーム　↓

https://www.kimuraseal.co.jp/contact

【活字の交換方法】

活字の交換方法の動画がご用意できました。

ご入用のお客様はお手数ですが問合せフォームより、お客様名・お電話番号・機械の型式・

製造番号をご記入いただき、“活字の交換方法希望”と明記の上

送信ください。折り返しご連絡差し上げます。

問合せフォーム　↓

https://www.kimuraseal.co.jp/contact

【プリンタテープ　・　活字　Q & A 】

question：黒以外のプリンタテープがありますか？

answer ：フィルムの色に合わせたプリンタテープをご用意しま

す。

濃い色のフィルムをご使用の場合、黒のプリンタテープでは印字が

映えません。白・銀・金等、フィルムの色・材質・印字条件などを

考慮し、提案させていただきます。またサンプルで確認いただき最

適なプリンタテープをお選びいただきます。 営業

部までご相談ください。

https://www.kimuraseal.co.jp/contact
https://www.kimuraseal.co.jp/contact


question：印字の一部が写らない・印字が欠ける

answer ：受けゴムの交換はされていますか？

または同じ活字を長期間使い続けているため活字が凹んでいませんか？

受けゴムや活字を長期間使い続けていると、凹みが生じ活字がフィルムに

均等に当たらず、印字不良の原因になります。受けゴムや活字も消耗品で

す。定期的に交換しましょう。

受けゴム交換時のご注意

受けゴムを受け台から外したら、受け台に残っている接着剤をきれいに剥

がし清掃してください。受けゴムの張り付けには、両面テープを使用せず、

必ず接着剤を使用してください。フィルムがつかえたり、印字不良の原因

になります。 表面：オレンジ色 裏面：黒

question：活字ホルダがヒータホルダから抜けない

answer ：活字ホルダの黒いニギリ部分を真下に軽く押してください。

活字ホルダにプリンタテープの削れカスや、ゴミが付着して活字ホルダが

抜けなくなる場合があります。汚れは毎日ふき取ってください。やけどの

恐れがありますので十分に温度が下がってからお手入れをお願いします。

また落下等により活字ホルダに変形が生じると抜けなくなる原因にもなり

ます。この場合は、営業部までご連絡ください。

question：活字がホルダから抜けない

answer ：活字が止めネジの締めすぎにより変形する場合があります。

サンドペーパーで変形部分を削るか、活字を新しいものへ交換してくださ

い。止めネジの締めすぎにはご注意ください。定期的に活字を交換するこ

とでも防ぐことができます。

question：活字止めネジのネジ山がつぶれ外せない

answer ：活字ホルダの活字押え部分（活字押え４個穴）を交換してく

ださい。

症状が改善されない場合は

キムラシール株式会社 営業部まで

お問い合わせください。

TEL：0797-77-7091



他の部品についても順次掲載予定です。

次月は受けゴムの交換方法と光電管のお手入れ方法です。

感想やご意見、皆様のお声をお聞かせください。

お問い合わせ先

キムラシール株式会社 営業部

TEL : 0797-77-7091 

FAX : 0797-77-7094

address：sales@kimuraseal.co.jp


